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第 �回 音楽情報科学研究会のお知らせ

日時� ����年 �月 �日 �金� ���		 
 �����

会場� 
�� 武蔵野研究センタ内 ���	�� ��会議室 �〒 ��	 東京都武蔵野市緑町 �������

道順� �� �� 中央線三鷹駅北口下車（東京駅より ��分，新宿より �	分）

��� 関東バス「柳沢駅」行きまたは「東伏見」行き，「武蔵野住宅」で下車 ��	分�，北へ徒歩約 �分．�正門へ�

��� 関東バス「北裏」行き，「武蔵野市役所前」下車，バス停前交差点をバス進行方向の左側に道なりに徒歩 �
分．�正門へ�

�� 西武新宿線東伏見駅南口下車．南側に道なりに徒歩約 �	分．途中青梅街道をクランク型に横切る．�北門へ�

� ���が最もわかりやすく，��� および ��は地図なしでは迷う可能性があるので注意してください．各門から守衛さ
んに本研究会の参加者であることを告げてお入り下さい．正面に見える建物が � 号舘で発表会場はこの二階です．

発表時間割�

�� ����� � �����

題目 � コード進行をベースにして作曲を支援するシステム

発表者� 内橋由佳，伊丹誠，伊藤紘二 �東京理科大学�

概要 � 規範的なコード進行に加え利用者が新しいデータを登録したものを聴きながら検索することができる．

�� ����� � �����

題目 � 標準 ���� ファイルからのメロディの自動抽出法

発表者� 鷲坂光一 �
�� 基礎研究所�

概要 � 標準 ���� ファイルから，メロディを含むチャネルを自動的に取り出す方法について述べる．

�� ����� � �����

題目 � �
�� 上の ���� シーケンサーとそのインタフェース

発表者� 高田敏弘 �
�� 基礎研究所�

概要 � � �!���� による �"�#$�%$ ���� &'() の再生と，*+%($,*'$) *)�上 の音楽データベースについて．

� �	分休憩 �

�� ���		 � �	��	

題目 � �-$'+ *'#$+./0 �'%"-�(  �'# �#$ �+#'1 2-�'/3 �仮題�

発表者� �'14�)( 2+4)# �会津大学�，小泉宣夫 �
�� ヒューマンインターフェース研究所�

概要 � オーディオシステムに対する  %�54'1 �/)% �#")%6�1) の仮想的な音量制御，立体音響を実現する．

	� �	��	 � �
��	

題目 � �'#-/+'$�( 3+$)(の改良と音合成への適用

発表者� 小坂直敏 �
�� 基礎研究所�

概要 � 分析／合成手法である標記モデルにより調波構造を持つ音の合成性能の向上を物理値により確認した．


� �
��	 � �
�		

題目 � �'3) ��%7'#8 9:")#/'+#/ "+ "4) �++%) ;4�/) �+1+$)%

発表者� 9%'1 <7+# �慶應義塾大学�

概要 � システムの再合成時の条件を変える手法を示し，これにより得られる音楽的な音を紹介する．
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��

��� 柏野邦夫 �東京大学�，堀内靖雄 �東京工業大学� コンピュータ音楽国際会議 ���������� 報告	論文セッション	

�� 平田 ����� システムのデモをビデオで見せる発表は分かり易くて良かったと言ったが，会場にいた人は良いかどうかが
分かるが，論文しか読まない人には分からないのでは？

�� �堀内� ���� の場合，音楽を聞かないと，というところがあり，論文だけでは本当にどういうものなのか分からない，と
いうのを非常に感じた．

�� 実際にその音楽を聞いても，嫌だという人がいると思うが？
�� 人によって音楽の好みがあるので，客観的な尺度ではかるというのは無理だと思うが，大勢の意見が平均されたところに

若干の情報が残っていると思う．あとは個性の問題もあると思う．
�� 平賀 �図書館情報大� ���� の 
��
������� などの資料の入手方法は？
�� ����に直接問い合わせることになる．

�	� 嶋津武仁 �福島大学� コンピュータ音楽国際会議 ���������� 報告	音楽セッション	

�� 片寄 �イメージ情科研� 発表作品として選ばれる音楽の傾向は？
�� テクノロジーの発展によって新しいデバイスができることで，その傾向が増える．ある種，時代的な傾向だと言っていい

と思う．

�
� 片寄晴弘 �イメージ情報科学研究所� 知識科学と芸術に関する国際ワークショップ報告

�� 小坂 ����� 群化の問題で，シンボリックに扱うのか，��� でそれを上回る性能が出るのか，という議論はあったか？
また，片寄さん自身の見解は？

�� それに関する質問はあった．性能について，今回発表された方法では仮説木を作っているので，処理量だけ考えてもかな
り多いと思う．シンボリックアプローチ以外にも遺伝アルゴリズムなど色々あるが，この方法でやったらこうなりました
というだけではなく，内部の構造がどうなっているか，見通しを付けた方が良い．アプローチとしては，シンボリックな
ものとパターン全体を扱うものを組み合わせたものが面白いと思う．

�� 鈴木 �東京高専� ���� のメインテーマの �つである ������
���� 
��������
�と，最近良く言われる音楽における �������
������� との違いは？

�� 今回の発表の中でも，今はやりのキーワードを使っただけというのが，かなり多かった．単にメディアを使ったというの
ではなく，どう，如何に関わっていくかをきっちりやらないと面白くないと思う．

��� 吉野巌，阿部純一 �北海道大学� メロディの調を認定する過程の計算モデル

�� 平賀 �図書館情報大� ドレミの階名というのは，短調の場合「ラ」から始めるのが普通なのか？
�� �吉野� その辺は確立していないように受け止めており，この論文では「ラ」から始めることにした．
��  ���!���� の研究と比べて，どこに独自性があるのか？
�� 調性的スキーマを � つの和音フレームの階層モデルとして捉えたところにある．
�� このモデルの中で，音程差は隣接する音に関してだけ見ているのか？
�� 隣接していない音との音程差も全部とっている．ただし，その中で，�，"，#度だけについて評価している．
�� その距離に対応する重み付けはしているのか？
�� 今のところ考えていない．
�� 嶋津 �福島大� 音楽的な経験と調認定の因果関係は？
�� 経験によってこのような階層性が出来てきたと捉えている．
�� 経験を増すごとに，どう変わるのかを含めてお聞きしたかったのだが � � �．例えば，一つの音を与えたときにその人がどの

調を認定するのか，その調という考え方が非常に危険で，無調的なもので音階を考える人も経験的にいる．実際にモデル
にあげているバッハの作品は，調性感として捉える時代ではあると思うが，ほんの一瞬の時代の調性感の話を不変的な問
題にひろげていくのも危険という気がした．音階が短調も長調も極めて非対称的であるというが，長調と短調は対称的な
結果として出ている音階の構造を持っているというのが，むしろ，経験的な一般認識ではないかと思う．また，ここであ
げているのは，和声短音階であり，本来持っている短音階のある部分でしかない．それを一般的にひろげてしまって被験
者に投じていくのは危険があるのではないか？対称構造についても，一種の歪められた音階が和声短音階によってつくら
れているのであるから，それを旋律として認知させるということにも問題がある．それから，研究者の音楽的経験で，も
のを論じていて，研究の幅を狭めていることを感じる．

�� 岩崎 �東京芸大� 非和声音を用いた問題をこのシステムにかけると，何らかの答えを出すだろうが，これはナンセンスであ
り，この点について改善の余地があると思うが？

�� 調認定に和声進行は関係あるだろうが，その系列の配置が調認定に関係がある，ということを理解して欲しい．

�
� 植田護，橋本周司 �早稲田大学� ブラインドデコンポジション問題としての音源の分離と同定

�� 小坂 ����� 制約条件 $ より，定常的なものしか扱えないのではないか？また制約条件 � は，対象とする音源を狭めてい
ることになるのではないか？

�� �植田� 条件 $ について，サンプリング間隔を非常に短くすれば，モデル的には考えられる．また，対象とする音源を倍音
を有するものに限定することを考えれば，条件 � は弱いものと言える．

�� 平賀 �図書館情報大� 同一音階の合成データでの実験では，ある倍音の位置でスペクトルが出ている音源と出ていない音源
があるのか？

�� そうだ．
�� 片寄 �イメージ情科研� このシステムでは，多数ではなく，$ つの場所のパワースペクトルを比較しているのか？
�� そうだ．混合音パワースペクトル $ つだけを用いて行っている．


